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『
文
反
古
』

の
版
下
筆
者

文
化
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
秋
成
の
消
息
文
集
「
文
反
古
』
の
版
下
筆
者
は
、

従
来
、
小
沢
麗
庵
門
人
で
秋
成
の
歌
文
集
記
膝
纂
冊
子
』
編
者
の
昇
道
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
(
「
解
題
出
上
田
秋
成
全
集
」
第
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
)
0

し
か
し
、
正
し
く
は
松
本
柳
斎
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

Z
懇
親
』
と
『
藤
欝
冊
子
』

『
藤
纂
冊
子
』
の
「
間
言
」
は
昇
道
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
こ
の
陥

一
吉
が
も
し
昇
道
の
手
に
な
る
と
す
れ
ば
、
本
書
(
藤
築
冊
子
H

飯
倉
注
)
の
版

下
も
彼
の
手
に
な
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
」
と
い
う
、
前
掲
円
上
回
秋
成
全

集
』
の
「
解
題
」
は
、
語
版
糞
冊
子
』
の
版
面
を
一
覧
す
れ
ば
首
肯
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
別
の
方
法
で
型
牒
糞
冊
子
』
の
版
下
が
昇
道
筆
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
昇
道
筆
写
に
か
か
る
「
剣
の
舞
」
と
、
「
藤
基
冊
子
」
所
収
「
剣
の
舞
」

飯

/会、

屈

洋

の
筆
跡
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
昇
道
筆
写
に
か
か
る
「
剣
の
舞
」

は
、
京
夙
載
』
と
い
う
昇
道
収
集
の
和
文
ア
ン
ソ
ロ
ジ
l
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

宏
明
載
』
に
つ
い
て
は
小
津
麓
庵
研
究
家
の
中
野
稽
雪
が
は
じ
め
て
そ
の
存

在
を
明
ら
か
に
し
(
宣
(
仁
法
親
王
と
小
浮
遊
庵
」
夜
間
味
』
一
一
一
一
O
号
、
一
九
七
一
布
十

一
月
の
ち
吋
小
沢
麗
庵
の
真
面
白
』
私
家
瓶
、
一
九
八
五
年
所
収
)
、
鈴
木
よ
ね
子
「
『
藤

糞
冊
子
』
の
成
立
と
編
集
」
(
吋
近
世
文
薮
』
六
九
号
、
一
九
九
九
年
)
お
よ
び
「
昇

道
筆
写
本
「
銀
の
舞
」
「
月
の
末
遅
」
翻
刻
」
(
吋
都
大
論
翠
一
一
一
七
号
、
二
0
0
0年
)

に
よ
っ
て
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
。
鈴
木
の
吋
都
大
論
究
』
稿
に
お
い
て

は
「
剣
の
舞
」
「
月
の
前
」
の
秋
成
和
文
の
部
分
が
翻
刻
さ
れ
、
一
部
写
真

掲
載
も
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
時
期
に
、
昇
道
研
究
家
の
田
坂
英
俊
も
、
「
枕

雲
上
人
の
和
歌
』
(
私
家
瓶
、
一
九
九
九
年
)
に
『
余
載
』
の
内
容
を
詳
し
く
紹

介
し
て
い
る
。
「
食
載
』
は
現
在
京
都
市
の
中
野
義
雄
氏
が
所
蔵
す
る
。
筆

者
は
中
野
氏
の
御
好
意
に
よ
り
宗
双
載
」
の
原
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
鈴
木
・
田
坂
稿
と
重
複
す
る
が
、
必
要
最
低
限
の
情
報
を
掲
げ
る
こ
と

に
す
る
。
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京
開
小
説
戟
』
は
半
紙
本
(
縦
ニ
・
六
糎
、
横
一
六
・
二
糠
)
一
一
冊
の
写
本
。
薄

標
色
布
日
表
紙
。
表
紙
左
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
「
余
載
」
と
朱
書
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
本
文
と
は
別
筆
。
小
口
に
は
こ
れ
も
本
文
と
は
別
筆
で
「
食
品
戦
丙
」
「
食

載
丁
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
食
載
甲
」
「
余
載
乙
」
と
と
も
に

四
冊
あ
っ
た
う
ち
の
、
二
冊
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
丙
冊
は
四
十
六
了
。

「
古
文
粋
」
と
い
う
内
題
お
よ
び
尾
題
が
あ
る
。
「
古
文
粋
」
と
は
古
文
の
抜

粋
の
意
で
あ
る
が
、
政
文
に
よ
れ
ば
山
間
明
阿
編
「
文
の
某
』
(
安
永
七
年
刊
)

か
ら
の
抜
書
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
さ
て
、
政
末
に
、

寛
政
六
甲
寅
年
秋
は
づ
き
ふ
っ
か
の
自
、
ま
が
ね
ふ
く
き
び
の
し
り
へ

の
み
ち
な
る
、
さ
み
き
だ
う
平
の
城
の
か
り
の
や
ど
り
に
て
し
る
す
。

と
あ
る
(
句
読
点
・
濁
点
は
飯
倉
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
)
。
「
き
ぴ
」
は
「
吉

備
」
、
「
さ
み
」
は
「
沙
弥
」
、
「
き
だ
う
」
は
「
照
道
」
の
字
を
充
て
る
べ
き

で
あ
る
。
照
道
は
昇
道
の
別
号
の
一
つ
。
昇
道
は
吉
備
府
中
明
浄
寺
の
出
身

で
寛
政
六
年
時
は
京
都
に
在
住
し
て
い
る
。
つ
ま
り
筆
写
者
は
昇
道
で
あ
る

こ
と
が
こ
こ
か
ら
確
定
す
る
。

丁
冊
に
は
、
題
は
な
い
。
見
返
し
に
貼
紙
が
あ
り
、
「
芦
庵
門
県
道
筆

備
後
府
中
明
浄
院
僧
別
名
昇
道
又
開
斎
上
田
飴
斎
朋
友
藤
糞
冊
子

上
刻
助
縁
」
と
記
さ
れ
る
。
四
十
六
丁
の
う
ち
、
十
六
了
分
が
契
沖
・
長
流

ら
の
和
文
の
抜
書
で
、
「
右
契
仲
文
章
一
長
流
文
章
八
夢
歌
一
昔
頓
阿
文
章

二
小
津
翁
難
波
の
入
江
ま
さ
よ
し
よ
り
来
る
を
、
つ
つ
し
お
か
れ
し
を
か
り
で

う
っ
せ
る
な
り
甲
寅
九
月
尽
の
日
」
と
識
語
が
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
『
拾

玉
集
』
の
今
様
歌
四
首
が
一
了
、
さ
ら
に
秋
成
の
「
剣
の
舞
』
吋
月
の
前
」

二
一
編
の
等
し
が
あ
る
。
「
拾
玉
集
』
以
後
の
筆
写
時
期
は
寛
政
六
年
以
後
と

し
か
一
一
言
え
ず
、
鈴
木
の
主
張
の
よ
う
に
吋
剣
の
舞
』
吋
月
の
前
』
の
成
立
年

次
を
従
来
の
寛
政
十
年
か
ら
数
年
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ

の
秋
成
和
文
の
等
し
の
手
を
、
「
藤
筆
冊
子
』
版
下
の
手
と
比
べ
て
み
る
と

ど
う
で
あ
ろ
、
っ
か
。
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双
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図
1
、
図
2
を
比
較
す
れ
ば
、
筆
跡
は
酷
似
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
『
藤

筆
冊
子
』
の
版
下
は
昇
道
筆
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

界
選
筆
秋
成
消
患
文
と
「
文
皮
吉
」

で
は
円
文
反
古
』
は
ど
う
な
の
か
。
「
藤
纂
冊
子
』
と
「
文
反
古
』
の
版

下
の
筆
跡
は
同
じ
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
よ
り
は
っ
き
り
と

示
す
に
は
、
定
問
出
品
並
の
よ
う
な
、
『
文
反
古
』
の
本
文
を
昇
道
が
筆
写
し
た

も
の
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
に
相
当
す
る
文
献
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
昇
道
筆
の
半
紙
本
企
二
十
五
了
の
写
本
(
架
蔵
)
で
あ
る
。
本
書

は
熊
谷
武
主
旧
蔵
本
で
、
熊
谷
武
至
『
績
々
歌
集
解
題
歓
談
』
(
一
九
六
八
年
)

の
「
四
九
、
昇
道
文
献
傍
註
そ
の
こ
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
前
半
十

三
了
が
八
編
の
消
息
文
、
後
半
十
二
了
が
十
五
番
歌
合
の
本
文
で
あ
る
。
こ

の
本
に
つ
い
て
は
別
途
報
告
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
必
要
な
事
項

の
み
挙
げ
て
お
く
。

本
書
は
一
筆
で
あ
り
、
そ
の
筆
者
は
昇
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半

の
歌
合
は
、
中
一
爆
に
「
享
和
三
年
亥
四
月
十
二
日
升
躍
当
鹿
十
五
番
歌
合
」

と
い
う
内
題
が
あ
り
、
同
版
文
に
、
「
月
ご
と
の
つ
ど
ひ
に
題
を
さ
ぐ
り
、

歌
よ
ま
ん
ず
る
も
あ
ま
り
に
お
な
じ
ゃ
う
の
こ
と
な
れ
ば
、
こ
た
び
愚
亭
の

会
に
は
歌
あ
は
せ
、
ん
と
て
、
布
淑
の
う
し
に
こ
ふ
て
題
を
さ
だ
め
し
め
し

は
月
の
朔
日
な
り
(
中
略
)
昇
道
し
る
す
」
と
記
し
て
い
る
(
傍
線
飯
倉
、
以

下
も
同
じ
)
。
升
庵
と
は
、
田
坂
英
俊
氏
に
そ
の
複
写
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
明
浄
寺
過
去
帳
に
、

興
仁
院
了
詮
法
師

当
山
十
世
主
了
然
嫡
男
文
化
八
辛

未
年
三
月
十
一
自
京
於
岡
崎
升
庵
逝

一
代
大
業
当
山
口
興
後
世
莫
忽

と
あ
っ
て
、
昇
道
の
岡
崎
で
の
庵
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
了

詮
は
昇
道
の
名
で
あ
る
。
「
愚
亭
」
が
「
升
庵
」
で
あ
り
、
「
昇
道
し
る
す
」

と
あ
れ
ば
、
後
半
の
撰
者
は
昇
道
で
あ
り
、
筆
跡
も
昇
道
自
筆
と
し
て
問
題

は
な
い
。
一
方
前
半
の
八
編
の
消
息
文
集
は
、
そ
の
う
ち
四
編
(
一
、
二
、
六
、
八
)

が
既
に
知
ら
れ
る
秋
成
の
消
息
文
と
小
異
は
あ
る
が
同
内
容
で
あ
る
。
残
り

の
四
編
も
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
す
べ
て
秋
成
の
消
息
と
し
て
よ
い
。
つ
ま

り
こ
れ
は
、
秋
成
の
著
作
と
し
て
は
新
出
の
も
の
で
あ
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て

は
二
O
O
八
年
十
一
月
十
一
日
、
佐
賀
大
学
に
お
け
る
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
で
百
弁

道
筆
秋
成
消
息
文
集
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
詳
細
な
報
告
は
別
稿
を
期

す
)
0
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さ
て
、
秋
成
消
息
文
集
に
収
め
ら
れ
る
八
編
の
う
ち
、
そ
の
冒
頭
の
一
編

は
、
「
十
時
学
士
に
お
く
る
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
刊
本
『
文

反
古
』
に
も
同
じ
内
容
が
見
出
さ
れ
る
唯
一
の
消
息
な
の
で
あ
る
。
一
一
、
六
、

八
の
三
編
は
、
「
文
反
古
』
の
草
稿
的
存
在
で
あ
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
所
蔵
の
『
文
反
吉
稿
(
仮
題
)
』
に
同
内
容
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
が
、

刊
本
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
十
時
学
士
に
お
く
る
」
に

対
応
す
る
鴻
息
は
、
「
文
反
古
』
上
の
終
わ
り
か
ら
二
番
目
の
手
紙
で
「
故

さ
と
に
、
月
を
わ
た
り
て
在
ほ
ど
、
十
時
梅
庄
に
お
く
る
」
と
題
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
筆
跡
を
比
較
す
れ
ば
、
従
来
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
「
文
反
古
』
の
販
下
筆
者
が
昇
道
で
あ
る
か
否
か
が
、
判
断
し
や
す

い
は
ず
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
が
そ
の
比
較
で
あ
る
(
関
3
、
図
4
)
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j
つ3
1
r
L
m
m
3

関
4 

こ
れ
を
み
れ
ば
、
「
ぬ
「
る
」
「
て
」
な
ど
の
筆
跡
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

両
者
は
別
筆
で
あ
る
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
誰
が
『
文
反
古
』

の
版
下
筆
者
で
あ
る
の
か
。

松
本
柳
斎
の
自
筆
日
記
と
『
文
反
古
』

先
述
し
た
学
会
発
表
の
準
備
中
に
、
私
は
「
文
反
古
』
の
版
下
が
昇
道
で

は
な
い
と
判
断
し
、
昇
道
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
た
鈴
木
よ
ね
子
氏
や
、

昇
道
が
出
た
明
浄
寺
と
縁
の
あ
る
岡
山
県
府
中
市
慶
照
寺
の
昇
道
研
究
家
田

坂
英
俊
氏
に
お
考
え
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
南
人
と
も
昇
道
の
抜
下
で
は
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
ご
見
解
で
あ
っ
た
。

と
く
に
田
坂
氏
は
、
本
文
の
筆
跡
は
政
文
の
筆
跡
と
同
じ
だ
か
ら
践
者
の

松
本
柳
斎
が
本
文
の
版
下
も
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
を

私
信
で
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
目
か
ら
鱗
と
い
う
べ
き
指
摘
で
あ
っ
た
。
た
し
か

に
、
版
下
筆
者
が
昇
道
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
通
説
が
な
け
れ
ば
、
誰
で
も
ま

ず
そ
う
考
え
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
大
沢
清
規
の
序
文
の
版
下
筆
跡
は
、

本
文
版
下
と
は
異
な
る
が
、
松
本
柳
斎
の
政
文
の
版
下
筆
跡
は
、
本
文
筆
跡

と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
(
次
頁
罰
5
・
図
6
)
0
本
論
文
は
こ
の
田
坂
氏
の
ご
教

示
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
の
大
半
は
田
坂
氏
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
学
会
発
表
時
に
は
、
吋
文
反
古
』
の
版
下
筆
者
が
松
本
柳

斎
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
時
点
で
、
柳

斎
自
筆
資
料
と
し
て
見
た
の
は
、
新
日
吉
神
宮
所
蔵
の
短
冊
帖
に
収
ま
る
二

枚
の
短
冊
だ
け
で
、
柳
斎
の
編
著
と
さ
れ
る
「
山
家
集
類
題
』
等
も
柳
斎
自

筆
か
否
か
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
会
発
表
時
に

私
は
柳
斎
の
自
筆
資
料
に
つ
い
て
書
か
れ
た
重
要
な
論
文
を
失
念
し
て
い
た
。
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や
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恥
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)
J
J
L
あ
手
t
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今
し

長
島
弘
明
「
秋
成
と
松
本
柳
斎
」
0
0
六
年
十
月
号
)
で
あ
る
。

長
島
は
こ
の
論
文
の
中
で
中
村
幸
彦
旧
蔵
、
松
本
柳
斎
自
筆
紀
行
の
「
雪
之

不
流
道
・
心
能
友
』
を
紹
介
し
、
こ
の
中
に
秋
成
の
「
文
反
古
』
下
に
収
め

ら
れ
た
柳
斎
と
の
往
復
書
簡
が
、
推
敵
前
の
形
で
載
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
の
推
敵
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る

(
「
関
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
へ
|
刊
本
吋
文
反
古
」
へ
の
変
容
i
」
円
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
』

一一
O
O
五
i
二
O
O
七
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
議
座
共
伺

研
究
研
究
成
果
報
告
書
、
二
O
O
八
年
一
一
一
月
)
。
こ
こ
で
は
長
島
論
文
で
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
影
印
を
あ
げ
(
次
頁
毘
7
)
柳
斎
の
筆
跡
と
刊
本
「
文
反
吉
」

の
筆
跡
(
次
頁
閣
8
)
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
忘
員
」
「
も
」
「
ち
」
な
ど
の
文
字
の
特
徴
が
酷
似
し
て
お
り
、
同
一
筆

跡
と
判
断
し
て
問
題
な
か
ろ
う
。
か
く
し
て
「
文
反
古
』
の
版
下
筆
者
は
松

本
柳
斎
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
と
結
論
さ
れ
る
。

で
は
そ
の
こ
と
が
持
つ
意
味
と
は
何
か
。
「
文
反
古
』
の
成
立
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
。
大
沢
清
規
・
松
本
欄
斎
・
昇
道
・
森
川

竹
窓
・
斉
収
法
師
ら
が
確
実
に
関
与
し
た
形
跡
が
あ
り
、
彼
ら
は
『
文
反
吉
」

の
中
に
も
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
従
来
、
そ
の
中
心
に
い
た
の
は
、
君
臨
附

糞
冊
子
』
と
問
じ
く
昇
道
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
本
稿
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
版
下
筆
者
が
松
本
柳
斎
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
文

を
書
い
て
い
る
こ
と
や
、
前
述
の
往
復
書
簡
の
み
な
ら
ず
、
秋
成
の
自
分
宛

て
の
書
簡
を
下
の
巻
軸
に
寵
い
た
柳
斎
こ
そ
が
、
『
文
反
古
」
編
集
の
中
心

に
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
き
わ
め
て
自
然
に
な
る
。

京
都
書
林
仲
間
記
録
『
板
待
御
赦
免
番
目
』
(
宗
政
五
十
緒
・
若
林
正
治
一
編
吋
近

世
京
都
出
版
資
料
』
日
本
古
書
通
信
社
、
一
九
六
五
年
所
収
)
の
文
化
五
年
分
の
記

録
に
「
文
反
古
鰐
一
一
置
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
証
す

oo 

p
h
u
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る
も
の
で
あ
る
。

{
付
記
}
御
所
蔵
の
『
食
載
」
閲
覧
を
お
許
し
下
っ
た
中
野
義
雄
氏
に
深
謝
申
し
上

げ
る
。中
村
幸
彦
氏
田
蔵
『
雪
之
不
流
道
・
心
能
友
」
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学

図
書
館
・
青
木
晃
氏
・
長
島
弘
明
氏
に
ご
教
示
を
得
た
が
、
原
本
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
中
村
幸
彦
氏
の
娘
婿
で
あ
る
青
木
氏
に
よ
れ
ば
、

関
西
大
学
図
書
館
で
未
整
理
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
で
は
長
高
弘
明
氏
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
原

本
の
複
写
に
拠
っ
た
。

関
係
文
献
の
閲
覧
に
関
わ
る
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
り
、
貴
重
な
御
教
一
本

を
賜
っ
た
、
鈴
木
よ
ね
子
氏
・
田
坂
英
俊
氏
・
長
島
弘
明
氏
・
藤
島
嘉
子
氏
・

山
本
卓
氏
、
お
よ
び
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
・
関
西
大
学
図
書
館
・
天
理

大
学
的
属
天
理
図
書
館
・
明
浄
寺
の
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
い
た
、
だ
い
た
青
木
晃
氏
・
中
野
義
雄
氏
・
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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